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自動車ボディ部品サプライヤーの系列間共創活動に関する研究

○田村典史，林田英樹（東京農工大学）

 はじめに

日本の自動車産業は活発な研究開発により量産型ハイブリッド車や低公害エンジン、運転支援シス

テムなど先進的なイノベーションを数多く創出してきた。しかしながら近年は ，

， ， を始めとした新たなテクノロジーの台頭により、自動運転技術

の開発や環境に優しい動力源の開発、衝突安全性能の高い車両構造の開発など製品開発に先行して行わ

れる技術開発の負荷が増加している。この潮流はクルマ作りに大きな変化をもたらす事から自動車部品

サプライヤーの技術開発にも影響を与えており、効率的な技術開発が必要とされている。

 先行研究

 国内自動車産業の系列間共創活動

自動車産業については多くの研究者によって議論されており、 や武石

等により自動車メーカーと部品サプライヤーの系列関係について明らかにされてきた。系列関係

は強力なサプライチェーンやグループ内での知識集積など日本の自動車産業特有の強みとして継続的

に関係が築かれてきた一方、従来のクローズドな系列内の部品取引から外資サプライヤーや異なる系列

のサプライヤーとの部品取引が拡大し、系列間取引は複雑化している事を郷古 や武石・野呂

が報告している。しかしながら新車開発とは異なるプロセスにおいて実行される新技術の研究開

発活動においては、自動車メーカーと部品サプライヤーの連携が強化され、両者の持つ知識・知見を活

かした共創連携による研究開発が行われている事を近能 や具 が明らかにしている。

 自動車ボディの製品アーキテクチャと技術開発

製品アーキテクチャは「どのようにして製品を構成部品に分割し、そこに製品機能を配分し、それ

によって必要となる部品間のインターフェイスをいかに設計・調整するか」に関する基本的な設計構

想であり、主としてモジュラー型 組み合わせ型 とインテグラル型 擦り合わせ型 に区分けする事が

できる（ ）。 万点を超える部品から成る自動車はインテグラル型製品とし

て知られており、複雑な構造、機能を持つ部品同士が相互に干渉せず製品要件を満たすためには、部

品間の調整が重要な役割を持つ。本稿で着目する自動車ボディは高強度鋼板で構成される自動車の骨

格部品であり、成形・組立工程を経て、自動車メーカーにおいて自動車ボディとして一体化される

（図 ）。自動車の骨格であるボディはシートやシャシーなど多くの部品とのインターフェイスを持ち

部品間や完成車としての調整が必要不可欠な部品である。また表 に示すように安全性や環境性など

要求される機能が多岐にわたることから、インテグラル型である自動車においても特に特徴的な部品

であるといえる。他部品と同様にボディ部品サプライヤーは継続的な技術開発を進めており既存技術

の改良については蓄積されたノウハウを活用しサプライヤー内で技術開発を進めることができるが、

知見が無い新技術については部品固有の評価に加えて衝突性能への影響や車体組立への影響など自動

車として統合した際にどの様な影響が出るのか車両全体としての評価が必要となる。従って先行研究

で示すように、ボディ部品においても統合的な知識を有する自動車メーカーと専門知識を有するサプ

ライヤーの系列関係を活用した共創活動が有効に作用すると推察される。

図 自動車ボディの製造工程
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表 自動車ボディに求められる機能例

 研究の目的と研究対象の分野

グローバルマーケットを持つ自動車産業は日本国内のみでなく欧米、東南アジア、中国と幅広くサプ

ライヤーが存在し各国で技術開発が行われている。しかしながら本稿では、系列関係という日本市場に

おける特殊性を鑑み研究対象を日本国内のボディ部品産業に限定し議論を絞り込む。自動車メーカーと

部品サプライヤー間の系列を活用した技術開発については先行研究により共創活動の有効性が明らか

にされてきたが、これまでにインテグラル型アーキテクチャの代表的な部品であるボディ部品の共創技

術開発に焦点を当てた研究は存在しなかった。従って本稿ではボディ部品産業の系列関係を活用した技

術開発に焦点を当て分析を行い、ボディ部品産業における技術開発共創活動の実態を明らかにする。

 方法

本稿ではまずボディ部品サプライヤー各社の サイトに公開されている 、 情報、および自動

車産業に関する情報を提供している 社の情報プラットフォームをもとに市場分析を行う。系

列関係、取引先構成、系列売上比率など国内のボディ部品産業を整理しサプライヤーと自動車メーカー

の取引関係を明らかにする。次に各社の研究開発成果の調査を行い、ボディ部品サプライヤーにおける

研究開発の実態を明らかにする。研究開発の成果は新製品、知的財産、収益、論文など様々な指標が存

在するが、企業における成果を総括的に把握できるデータの抽出は難しい。先行研究においては近能

や近能 、糸久 、小林 が特許データを代理指標として用いた分析を行い技

術開発の成果について明らかにしていることから、本稿においても特許データを分析の対象とする。

特許データは日本パテントデータサービス株式会社の特許検索サービス を使用し、出願情報、

公開情報、公告情報、登録情報、発明 考案 の名称、出願人、発明 考案 者、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、

審査請求の有無、引用文献を抽出した。対象とするデータは国内の代表的なボディ部品専業サプライヤ

ーである豊田鉄工、ユニプレス、ジーテクト、エイチワンとし 年から 年の 年間を分析の

範囲とした。また対象とする特許は特許出願する時点である一定の研究成果を創出していると判断し、

権利発生有無に関わらず公開される公開特許公報を対象とした。抽出した特許出願のうち 社以上で出

願された共同特許出願を共創成果の代替指標とし分析を行った。なお自動車メーカーを含む 社以上の

出願人で構成された出願については、自動車メーカーとの共同特許出願に包含し分析を実施した。

 結果

 自動車ボディ部品産業の現状

分析対象としたボディ部品サプライヤーは主として各系列に属しており、自動車メーカーと直接取

引を行う サプライヤーとして事業を行っている。ボディ部品は自動車メーカーにおいても内作部

品として生産されており、またサプライヤーは海外の自動車メーカーとも取引を行っていることから正

確な市場規模を示すことはできないが、表 の 年度売上高データより 兆 億円以上の市場規

模を持つ。独立系サプライヤーも存在するものの、多くのサプライヤーは系列サプライヤーとして系列

自動車メーカーから資本を受け入れており、強固な関係を結んでいる。しかしながら、表 に示すよう

に各サプライヤーにおいては系列外自動車メーカーとの取引も併せて行っており取引先は系列自動車

メーカー以外にも存在する。更に取引先別売上構成を開示している企業であるフタバ産業、ユニプレス、

ジーテクト、エイチワンについて 年度から 年度の系列外自動車メーカーとの取引推移を整理

した結果、系列外自動車メーカーの売上比率が増加傾向にあり、特にホンダ系列であるジーテクトにつ

いては の系列外売上の増加が見られた。取引関係のオープン化はボディ部品産業にも当てはまって

いるが、依然として各社 以上の売上を系列自動車メーカーに依存している。

車両性能 顧客期待 生技性

衝突安全性 気密性 スタイリング 設計自由度

積載性 廉価 メンテナンス性

操作性 耐久，耐気候性 環境性（燃費） 品質熟成
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表 国内の主要なボディ部品サプライヤー

表 主要サプライヤーの取引実績 図 系列外売上推移

 特許分析

国内の大手自動車メーカーであるトヨタ、ホンダ、日産の各系列ボディ部品サプライヤー（豊田鉄工、

エイチワン、ユニプレス）について、出願構成を分析した結果を図 に示す。豊田鉄工は系列関係にあ

るトヨタとの共同特許出願が を占めているが、ホンダ系列であるエイチワンと日産系列であるユニ

プレスは自動車メーカーとの共同特許出願比率が を切っており、特にエイチワンについては共同特

許出願が と豊田鉄工と比較し低い比率にある。一方で鉄鋼メーカーなど材料メーカーとの共同特許

出願比率はエイチワンが と系列自動車メーカーとの共同特許出願よりも高く、さらにユニプレス、

豊田鉄工と比較しても高い傾向にあった。なお各社ともに系列外自動車メーカーとの共同特許出願は極

めて少なく、豊田鉄工、ユニプレスはそれぞれ 件、エイチワンは 件であった。次に各社の自動車メ

ーカー共同特許出願件数および共同特許出願比率の推移を図 に示す。豊田鉄工は 年代から

年代にかけて共同特許出願が増加しているが、共同出願比率の増加傾向は見られなかった。エイチワン

は自動車メーカーとの共同出願が 年代まで増加傾向にあり、併せて共同特許出願比率も増加傾向

にあったが 年代に入り自動車メーカーとの共同出願は減少した。ユニプレスについても、 年

代までは自動車メーカーとの共同出願が増加傾向にあったものの 年代以降は減少傾向に転じてい

る。

図 ボディ部品サプライヤーの共同特許出願先構成

図 自動車メーカーとボディ部品サプライヤーの共同特許出願推移

系列 企業 売上高 系列 企業 売上高 系列 企業 売上高
フタバ産業※1 エイチワン スバル系 東亜工業
豊田鉄工 ジーテクト ワイテック
豊臣機工※2 丸順 キーレックス
協豊製作所 日産系 ユニプレス※3 独立系 東プレ※4

2020年3月期売上高[単位:億円]

トヨタ系
ホンダ系

マツダ系

(※1)ボデイ部品事業、(※2)2018年度売上高、(※3)2014年資本関係解消、(※4)プレス関連事業

フタバ産業 豊田鉄工 ジーテクト エイチワン ユニプレス 東プレ 東亜工業
トヨタ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇
ホンダ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ー
日産 〇 〇 〇 〇 ◎※ 〇 〇
スバル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
マツダ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
スズキ 〇 ー 〇 〇 〇 〇 ー
三菱 〇 ー 〇 〇 〇 〇 ー
ダイハツ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※2014年資本関係解消

◎系列　〇取引実績有　－情報無し
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 考察と今後の課題

本稿ではボディ部品サプライヤーに焦点を当て、系列関係を活用した共創開発活動に関する分析を

行った。まず自動車部品産業について調査を行った結果、調査対象として選定した自動車部品サプライ

ヤーの多くが系列自動車メーカーのみでなく系列外である国内自動車メーカーとの取引実績を有して

いた。また売上高に占める系列外自動車メーカーの比率は年々高まっており、特にホンダ系列、日産系

列については顕著な傾向が見られた。従って国内自動車産業における取引関係オープン化の進展と同様

に、ボディ部品サプライヤーにおいても自動車メーカーとの取引関係はオープン化が進んでいる。一方、

共同特許出願を用いた共創開発活動に関する分析の結果、近能 が「オープン化するのはあくま

でも既存技術の単なる改善に留まるような部品開発の分野であって、現に、先端的な新しい部品ないし

部品技術を開発するような先行開発の分野では、両者の取引関係がますます緊密化しつつある」と論じ

ているように、トヨタ系ボディ部品サプライヤーである豊田鉄工とトヨタとの共創開発活動は年々積極

化していることが明らかになった。一方でホンダ系列のエイチワン、および日産系列のユニプレスは自

動車メーカーとの共創活動の実績はあるものの、時系列では緊密化している傾向は見られなかった。多

くの部品とのインターフェイスを持ち、また複雑な機能・構造を要求される自動車ボディ部品の研究開

発ではサプライヤーの保有する専門知識に加えて自動車メーカーの保有する完成車としての統合知識

を活用することが有効であり、系列関係を活用し緊密な共創開発活動を行っている豊田鉄工は競合他社

と比較し効果的な研究開発を行っていると推察される。本稿では共同特許出願を共創研究の成果とみな

したが、戦略的に特許を出願しないケースも考えられ特許データは直接的に研究成果と対比できるもの

ではない。従って今後はサプライヤーへのインタビューやアンケートなど異なるデータによる多角的な

分析を実施し本稿を補強していきたい。
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